
【テーマ】「遠隔授業のポジティブ・ネガティブシェア︕

〜教務やシステムなどの担当者目線から〜」

【主催】事務システム分科会
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場 所︓オンライン座談会︓⾃席参加
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「遠隔授業のポジティブ・ネガティブシェア︕〜教務やシステムなどの担当者目線から〜」をテーマとして、今年度2回

目のオンライン座談会を開催しました。

まず初めに、今回の座談会座⻑校の⽴正⼤学様よりテーマに関する取り組み紹介や今後の課題等についてお話し

いただきました。その後、座談会参加校の皆様より事前に回答いただいたアンケートの結果を題材に情報交換を実施

しました。

１．研究内容

２．スケジュール

1

15:00 座談会開始

・事務連絡

テーマ「遠隔授業のポジティブ・ネガティブシェア︕

〜教務やシステムなどの担当者目線から〜」

⽴正⼤学様からの事例紹介、また、また、テーマや事前アンケート結果を題材として、参加者皆さんが現

場で直面している課題等に関して情報交換会をおこないました。

■今回の座談会の事前アンケート項目（ご参考）

・双⽅向型（リアルタイムで教員と学⽣が直接⾏う授業）で、利⽤しているシステムをご紹介ください。

・オンデマンド型（動画配信による授業）で、利⽤しているシステムをご紹介ください。

・資料提⽰型（教材や講義資料を配布した授業）で、利⽤しているシステムをご紹介ください。

・遠隔授業について、上手くいっている（ポジティブ）な点を教えてください。

・遠隔授業について、苦労している（ネガティブ）な点を教えてください。

・遠隔授業について、今後の課題教えてください。

16:00 座談会終了

活動報告

【オンライン座談会の様子】
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３．アンケート結果 【回答数12】

■本⽇の「プログラム内容」について満⾜度をお選びください

【NPS（Net Promotor Score)とは】
測定方法は推奨者(10,9点)、中⽴者(8,7点)、批判者(6点以下)に分け、回答者全体に占める推奨者の割合(％)から、批判者の
割合(％)を引いた値がNPSのスコアとなります。結果としては数字が⼤きいほど良いイベントと評価されます。

■今回の座談会を、どのくらい他の⼈に推奨したいと思いますか︖ 0(お薦めしない)〜10(お薦めしたい）またその理由をお聞かせください

大変満足

9%

満足

73%

ふつう

18%

� 他⼤学の意⾒を直接聞ける場所は貴重であると思います。

� 他大学の方々の状況や対応、課題などを知ることができた
� 各大学の有効な情報を得られた。
� 他⼤の事例や状況をもう少し聞きたかった気がします。

� オンデマンド授業の資料保存、リソース管理について知ることができたため

� 進⾏役が話を振ってくれたおかげで、様々な⼤学の話を聞くことができました

� 完全でなくとも、もう少し結論めいた締めくくりが欲しかった

� 可もなく不可もなくという感じであった

� オンラインで受講できたこと

NPS:▲17

� 教務担当者とも共有したいと思いました。
� １つの大学で関係部門が１名づつ出席されると面白いと思います。
� 自学だけでは知り得ないような情報を入手できる可能性があるため。
� 各⼤学似ているところはあるが、オンライン授業に関する対応は異なるところがあるため、今後⾏おうとしている対応に関して先⾏している

他⼤学の事例を聞けるため

� 他大学の話を聞く機会は多くはないので、積極的に勧めたい。
� 現場の声を直接聞き、時流潮流を肌で感じることができるCS研は貴重
� 他大学の情報を得ることができるため
� ⾊々な⼤学に参加いただいた⽅が様々な意⾒や事例が聞けそうだと思うため
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■本日の座談会を実施して、開催テーマに対して得られた研究成果(疑問や課題等含めて)をお書きください。

■次回以降取り上げて欲しいテーマがあれば教えてください

５．所感

� 今後、慣れてくると誤魔化しがきかなくなることを、どのように対応すべきか考えることができました。
� 秋学期対応について
� 本学で課題と考えていることが他大学でも同様に課題となっている状況を知ることができた。今後はその課題解決の糸口となるような事
例が得られることを期待しています。

� オンプレのシステム利⽤には常にリソース管理がつきまとい、有事の際には特に悪化する可能性があるということ

� 「⼤学の目的は成績だけではなく、⼈と⼈との交流もある。オンライン化が今後進む中で⼈の交流⾯の満⾜度向上が今後の課題」とうい

意⾒ありました。ICTとは関係ないかもしれませんが、解決策を知りたいです

� 教務VS情報 仁義なき戦い コロナ編
� 引き続きオンライン授業に関する情報交換ができる場を用意していただけると助かります。
� 今後の授業の実施体制について(現実的、理想、創造)WTのようなものもやりたい。
� 働き方改革
� 学生アンケートの結果を取り上げたもの
� RPA

４．参加校 [12校17名] ・参加企業[3社30名] ・参加総数[47名]

愛知大学[1]
学校法人常翔学園[1]
共⽴⼥⼦⼤学[2]
芝浦工業大学[1]
鈴⿅医療科学⼤学[1]
清泉⼥⼦⼤学[1]

大東文化大学[1]
千葉⼯業⼤学[1]
東海大学[3]
摂南大学[1]
⽴正⼤学[1]
流通経済⼤学[3]

株式会社インフィニテック[1]
株式会社富士通パーソナルズ[1]
富士通株式会社[28]

第⼆回目となったオンライン座談会ですが、アンケート結果にあるように他⼤学の状況、課題等を直接聞くことが出来て満⾜できたというご意⾒と、

結論に近いまとめやその議論を⾏う時間が必要というご意⾒もありました。またオンラインならではの進⾏の難しさも感じています。今後も継続して

開催し、会員の皆様に有益な時間を提供するためには、この座談会に関わる皆様の積極的な参加が必要です。より良いオンライン座談会を目

指して、今後もよろしくお願いいたします。 （事務システム分科会 幹事・運営委員一同）


